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2南九州議会だより　第30号　平成27年度当初予算

議　

会　

費

市
議
会
議
員
費

１
億
４
０
７
１
万
５
千
円

　

議
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償

及
び
共
済
費
な
ど
。

一
般
経
費１

２
６
４
万
９
千
円

　

会
議
録
作
成
や
議
会
だ
よ

り
の
発
行
、
議
会
中
継
シ
ス

テ
ム
に
係
る
リ
ー
ス
料
な
ど
。

総　

務　

費

行
政
嘱
託
員
関
係
費

１
億
１
８
６
８
万
２
千
円

　

市
が
執
行
す
る
行
政
事
務

遂
行
の
た
め
の
行
政
嘱
託
員

会
開
催
経
費
や
報
酬
な
ど
。

地
域
交
通
対
策
事
業
費

５
５
０
２
万
５
千
円

　

ひ
ま
わ
り
バ
ス
運
行
事
業

に
係
る
経
費
、
地
域
間
幹
線

バ
ス
路
線
維
持
確
保
の
た
め

の
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金
。

移
住
定
住
促
進
対
策
事
業
費

３
７
１
２
万
３
千
円

　

大
都
市
圏
で
開
催
さ
れ
る

ふ
る
さ
と
回
帰
フ
ェ
ア
へ
の

参
加
、
移
住
定
住
促
進
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、
住
宅
取

得
補
助
、
出
会
い
応
援
事
業

補
助
な
ど
。

民　

生　

費

臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業
費

８
５
８
９
万
８
千
円

　

低
所
得
者
に
対
し
、
消
費

税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
影
響

を
緩
和
す
る
た
め
の
臨
時
的

な
措
置
と
し
て
対
象
者
１
人

に
つ
き
６
千
円
を
支
給
す
る

も
の
。

障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業
費

10
億
２
８
３
３
万
６
千
円

　

障
害
の
程
度
を
勘
案
し
た

居
宅
介
護
や
短
期
入
所
等
の

介
護
給
付
事
業
や
自
立
訓

練
、
就
労
支
援
等
に
係
る
扶

助
費
な
ど
。

児
童
手
当
支
給
事
業
費

５
億
６
０
９
６
万
４
千
円

　

中
学
校
修
了
ま
で
の
児
童

を
対
象
に
支
給
す
る
手
当
。

私
立
保
育
所
等
運
営
費

10
億
３
２
１
８
万
２
千
円

　

児
童
の
健
全
育
成
を
図
る

た
め
、
市
内
の
私
立
保
育
所

17
施
設
及
び
管
外
保
育
所
等

に
対
す
る
運
営
負
担
金
。

衛　

生　

費

塵
芥
処
理
費
（
一
般
経
費
）

　
　

１
億
３
６
７
万
５
千
円

　

家
庭
系
一
般
廃
棄
物
の
収

集
運
搬
、
リ
サ
イ
ク
ル
処
理

な
ど
に
係
る
経
費
。

一
般
会
計
の
主
な
事
業
内
容

　

平
成
27
年
度
第
１
回
定
例
会
は
２
月
19
日
に
招
集

さ
れ
、
３
月
20
日
ま
で
の
30
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
補
正
予
算
及
び
平
成
27
年
度
当
初
予

算
な
ど
議
案
29
件
が
可
決
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
請
願
・

陳
情
各
１
件
が
不
採
択
、
発
委
１
件
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

平成27年度 当初予算可決
一般会計 215 億700 万円

　

第
１
次
南
九
州
市
総
合
計
画
に
基
づ
い
た
予
算
が
提

案
さ
れ
、
議
会
は
無
駄
の
な
い
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

予
算
と
な
っ
て
い
る
か
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

前年度比
2.9％増

平成27年度当初予算　一般会計歳出
区　　　分 Ｈ27予算額（千円） Ｈ26予算額（千円） 増減額（千円） 増減率（％）

1 議 会 費 196,017 191,320 4,697 2.5
2 総 務 費 2,525,076 2,632,235 △ 107,159 △ 4.1
3 民 生 費 6,548,266 6,638,608 △ 90,342 △ 1.4
4 衛 生 費 2,461,104 2,181,250 279,854 12.8
5 農林水産業費 2,076,520 1,774,031 302,489 17.1
6 商 工 費 234,103 217,993 16,110 7.4
7 土 木 費 1,502,720 1,631,527 △ 128,807 △ 7.9
8 消 防 費 1,183,867 1,098,627 85,240 7.8
9 教 育 費 2,283,399 1,994,670 288,729 14.5
10 災 害 復 旧 費 6,932 5,266 1,666 31.6
11 公 債 費 2,371,011 2,384,778 △ 13,767 △ 0.6
12 諸 支 出 金 107,985 139,695 △ 31,710 △ 22.7
13 予 備 費 10,000 10,000 0 0

歳出合計 21,507,000 20,900,000 607,000 2.9

ごみ収集運搬車
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火
葬
場
管
理
費

　
　
　

８
５
８
６
万
５
千
円

　

頴
娃
浄
楽
苑
の
設
備
改
修

工
事
、
空
調
機
器
取
替
な
ど

管
理
運
営
に
係
る
経
費
。

不
快
害
虫
対
策
費

　

３
３
５
１
万
４
千
円

　

不
快
害
虫
ヤ
ン
バ
ル
ト
サ

カ
ヤ
ス
デ
の
蔓
延
防
止
を
図

る
た
め
、
薬
剤
購
入
費
の
７

割
を
助
成
す
る
も
の
。

農
林
水
産
業
費

農
業
人
材
育
成
事
業
費

　

３
５
１
５
万
円

　

本
市
農
業
を
担
う
有
能
な

人
材
の
育
成
・
確
保
、
ま
た

就
農
後
の
自
立
経
営
が
図
ら

れ
る
ま
で
の
生
活
支
援
を
行

う
た
め
の
補
助
金
な
ど
。

６
次
産
業
化
サ
ポ
ー
ト
事
業
費

７
５
０
０
万
円

　

６
次
産
業
化
へ
の
取
り
組

み
に
よ
り
新
た
な
市
場
・
付

加
価
値
を
創
出
す
る
と
と
も

に
、
地
域
雇
用
の
確
保
と
畜

産
業
者
の
所
得
向
上
を
図
る

た
め
の
経
費
。

茶
産
地
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
条

件
整
備
事
業
費

　

４
億
２
２
８
０
万
４
千
円

　

５
事
業
主
体
の
荒
茶
加
工

施
設
の
製
造
ラ
イ
ン
の
一
部

を
整
備
し
、
機
能
性
向
上
を

図
る
た
め
の
経
費
。

商　

工　

費

商
工
総
務
費(

一
般
経
費)

２
４
８
３
万
７
千
円

　

市
内
商
工
業
者
振
興
に
係

る
各
種
補
助
金
、
特
産
品
の

Ｐ
Ｒ
・
販
売
に
要
す
る
経
費
。

観
光
振
興
費
（
一
般
経
費
）

２
６
７
２
万
２
千
円

　

観
光
誘
致
活
動
旅
費
、
広

告
料
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
印

刷
経
費
、
関
係
団
体
負
担
金

な
ど
。

交
流
推
進
費
（
一
般
経
費
）

１
７
５
５
万
円

　

教
育
旅
行
誘
致
、
イ
ベ
ン

ト
支
援
に
係
る
経
費
。
川
辺

磨
崖
仏
ま
つ
り
、
小
京
都
ふ

る
さ
と
祭
り
、
え
い
ゴ
ッ
ソ

イ
祭
り
へ
の
事
業
負
担
金
な

ど
。

土　

木　

費

市
道
補
助
整
備
事
業
費

　

２
億
７
４
３
９
万
円

　

国
庫
補
助
事
業
に
よ
り
、

道
路
や
橋
り
ょ
う
の
整
備
を

行
い
、
環
境
整
備
と
交
通
の

安
全
を
図
る
た
め
の
経
費
。

県
道
整
備
事
業
費

　

３
０
４
３
万
９
千
円

　

県
営
事
業
に
よ
り
、
６
路

線
７
工
区
の
県
道
を
整
備
す

る
た
め
の
負
担
金
。

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

（
地
域
住
宅
支
援
）
事
業
費

３
８
９
２
万
７
千
円

　

交
付
金
事
業
に
よ
り
市
営

住
宅
の
改
修
等
を
行
い
、
住

環
境
の
整
備
を
図
る
も
の

で
、
諏
訪
下
団
地
新
築
工
事

や
山
田
比
良
団
地
外
壁
改
修

に
係
る
工
事
請
負
費
な
ど
。

国
体
等
対
策
関
係
事
業
費

１
３
８
５
万
５
千
円

　

平
成
32
年
度
国
民
体
育
大

会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
を
本

市
で
開
催
す
る
た
め
の
工
事

請
負
費
と
備
品
購
入
費
。

消　

防　

費

災
害
対
策
費
（
一
般
経
費
）

１
億
８
４
２
８
万
７
千
円

　

防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム

の
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
（
知
覧

地
域
の
デ
ジ
タ
ル
化
）
に
係

る
工
事
請
負
費
な
ど
。

消
防
団
員
費

７
６
６
６
万
円

　

消
防
防
災
活
動
に
従
事
す

る
消
防
団
に
要
す
る
経
費
。

教　

育　

費

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金

事
業
費
（
浮
辺
小
学
校
）　

　

３
億
３
１
０
４
万
５
千
円

　

老
朽
化
し
た
浮
辺
小
学
校

校
舎
大
規
模
改
造
工
事
に
係

る
工
事
請
負
費
、
仮
設
校
舎

借
上
料
及
び
工
事
管
理
業
務

委
託
料
な
ど
。

中
学
校
施
設
管
理
費

５
４
０
０
万
３
千
円

　

市
内
５
中
学
校
の
施
設
維

持
管
理
に
要
す
る
修
繕
料
、

工
事
請
負
費
な
ど
。

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
対
策

事
業
費

１
８
３
８
万
１
千
円

　

伝
建
審
議
会
に
係
る
費
用

や
市
所
有
施
設
の
修
理
工
事

に
係
る
設
計
監
理
委
託
料
・

工
事
請
負
費
、
修
理
事
業
を

実
施
し
た
所
有
者
へ
の
補
助

金
な
ど
。

給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費

（
一
般
経
費
）

１
億
６
１
８
９
万
３
千
円

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運

営
及
び
維
持
管
理
に
要
す
る

経
費
。
修
繕
料
、
調
理
配
送

等
業
務
委
託
料
な
ど
。

茶
給
食
事
業
費

１
７
７
万
４
千
円

　

市
内
の
各
学
校
に
お
茶
給

食
を
実
施
す
る
た
め
の
経
費

で
、
茶
の
消
費
拡
大
と
児
童

生
徒
の
風
邪
予
防
や
健
康
増

進
に
寄
与
す
る
も
の
。

荒茶加工ライン

改修される平和公園陸上競技場

消防出初式

学校に設置された給茶機



4

一般会計の予算の　審査から　 市
民
の
安
心
・
安

全
を
守
る
整
備

災
害
対
策
費

　

防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム

の
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
に
係
る

工
事
請
負
費
の
ほ
か
、
防
災

訓
練
等
に
要
す
る
経
費
。

問　

防
災
行
政
無
線
の
整
備

年
度
は
。

答　

平
成
27
年
度
ま
で
が
知

覧
地
域
で
、
川
辺
地
域
が
平

成
28
年
・
29
年
度
に
実
施
予

定
で
あ
る
。

（
頴
娃
地
域
は
整
備
済
み
）

南九州議会だより　第30号　予算の審査から

消
防
施
設
整
備
費

　

災
害
に
対
応
す
る
防
火
水

槽
の
整
備
や
消
防
車
両
等
の

維
持
管
理
、
消
防
団
拠
点
施

設
の
整
備
に
要
す
る
経
費
。

問　

塩
屋
分
団
拠
点
施
設
予

定
地
は
形
状
が
細
長
く
、
建

設
に
支
障
は
な
い
か
。

答　

地
元
か
ら
の
要
望
が

あ
っ
た
予
定
地
で
、
今
後
実

施
設
計
に
あ
た
り
配
置
等
を

十
分
検
討
し
て
進
め
た
い
。

地
域
自
治
活
動

の

支

援

放
送
施
設
整
備
費

　

自
治
会
の
放
送
施
設
費
の

一
部
を
助
成
し
、
災
害
に
強

い
放
送
施
設
の
無
線
化
を
推

進
す
る
た
め
の
経
費
。

問　

放
送
施
設
の
未
整
備
自

治
会
数
は
。

答　

27
年
度
に
頴
娃
地
域
１

自
治
会
、
川
辺
地
域
の
３
自

治
会
が
整
備
予
定
で
、
未
整

備
は
24
自
治
会
あ
る
。

自
治
会
関
係
費

　

自
治
会
集
会
施
設
整
備
や

自
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

奨
励
に
よ
り
、
自
治
会
活
動

を
支
援
す
る
た
め
の
経
費
。

問　

整
備
費
の
補
助
率
は
。

答　

集
会
施
設
は
15
％
で
、

浄
化
槽
は
40
％
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
費

　

自
治
会
等
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
が
行
う
地
域
づ
く

り
実
践
活
動
の
施
設
整
備
や

伝
統
文
化
継
承
等
の
事
業
、

ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
の
国

内
研
修
、
海
外
研
修
、
人
材

養
成
研
修
へ
の
補
助
。

産
業
・
観
光

振
興
の
支
援

川
辺
仏
壇
振
興
費

　

伝
統
あ
る
仏
壇
産
業
の
振

興
を
図
る
た
め
、
工
芸
品
創

作
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催

経
費
や
販
路
対
策
事
業
、
後

継
者
育
成
確
保
貸
与
資
金
な

ど
。

観
光
振
興
費　

　

観
光
振
興
に
係
る
誘
致
活

動
や
総
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・

観
光
ポ
ス
タ
ー
の
制
作
及
び

鹿
屋
市
、
南
さ
つ
ま
市
と
連

携
し
た
戦
後
70
年
事
業
な
ど

に
要
す
る
経
費
。

観
光
案
内
人
人
材
育
成
事
業
費

　

県
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨

時
特
例
基
金
事
業
を
活
用
し
、

観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
活
動
す

る
人
材
を
育
成
す
る
事
業
。

「
平
和
を
語
り
継

ぐ
都
市
」
の
実
践

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
事
業
費

　

平
和
を
語
り
継
ぐ
都
市
と

し
て
、
平
和
情
報
発
信
の
た

め
「
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
知
覧
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
す
る
た

め
の
経
費
。

平
和
会
館
管
理
費

　

特
攻
作
戦
に
よ
り
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
の
遺
書
や
遺

影
、
遺
品
な
ど
の
戦
史
資
料

の
収
集
・
保
存
・
展
示
。

　

ま
た
、展
示
し
て
あ
る「
飛

燕
」
を
返
却
す
る
た
め
の
経

費
。

問　
「
飛
燕
」
撤
去
後
の
対

応
や
移
動
手
順
は
。

答　

中
央
展
示
室
の
ジ
オ
ラ

マ
を
移
動
後
解
体
し
、
館
外

に
搬
出
し
て
移
送
先
で
組
み

立
て
る
。

　

そ
の
後
、
戦
闘
機
「
隼
」

を
「
飛
燕
」
の
跡
に
移
設
し

展
示
す
る
。

世
界
記
憶
遺
産
推
進
費

　

特
攻
隊
員
が
書
き
残
し
た

遺
書
や
手
紙
等
を
再
度
世
界

記
憶
遺
産
登
録
に
申
請
す
る

た
め
の
経
費
。

問　

推
進
会
議
の
計
画
は
。

答　

本
年
６
月
の
申
請
期
限

ま
で
に
２
回
開
催
し
、
選
定

さ
れ
れ
ば
、
そ
の
後
１
回
開

催
す
る
予
定
で
あ
る
。

安
心
・
安
全
な

未
来
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

◆
総
務
常
任
委
員
会
◆

塩屋分団拠点施設建設予定地

観光ボランティア
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保
健
・
生
活

環
境
の
充
実

頴
娃
浄
楽
苑
管
理
費

　

頴
娃
浄
楽
苑
の
管
理
運
営

に
係
る
経
費
で
、
火
葬
１
号

炉
の
設
備
改
修
工
事
、
空
調

機
器
取
替
工
事
な
ど
。

問　

２
号
炉
及
び
３
号
炉
改

修
の
必
要
性
は
。

答　

２
号
炉
は
耐
火
物
等
の

修
繕
を
逐
次
実
施
し
て
お

り
、
３
号
炉
は
使
用
頻
度
が

少
な
く
、
稼
働
年
数
も
短
い

こ
と
か
ら
改
修
を
要
す
る
段

階
に
な
い
。

生
活
環
境
衛
生
費

　

蜂
の
巣
駆
除
対
策
、
衛
自

連
が
実
施
す
る
事
業
費
な

ど
。

問　

蜂
の
巣
駆
除
対
策
は
。

答　

駆
除
用
防
護
服
を
貸
与

し
て
い
る
が
、
通
学
路
な
ど

早
急
な
駆
除
が
必
要
な
場
合

は
担
当
職
員
で
駆
除
を
行
っ

て
い
る
。

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
費

　

生
活
雑
排
水
に
よ
る
公
共

用
水
路
の
水
質
汚
濁
を
防
止

す
る
事
業
。

環
境
保
全
公
害
対
策
費

　

公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁

や
悪
臭
等
の
防
止
を
図
る
た

め
、
水
質
・
悪
臭
等
の
検
査

を
行
う
も
の
。

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視
員
設
置

事
業
費

　

絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ

て
い
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
の
保

護
及
び
監
視
を
行
う
も
の
。

福
祉
・
教
育
の
充
実

敬
老
事
業
費

　

長
年
に
わ
た
り
社
会
の
た

め
に
貢
献
さ
れ
た
高
齢
者
の

労
を
ね
ぎ
ら
い
、
長
寿
を
祝

福
す
る
た
め
、
80
歳
・
88
歳

は
５
千
円
、
90
歳
か
ら
99
歳

は
１
万
円
、
１
０
０
歳
以
上

は
３
万
円
、
１
０
０
歳
到
達

者
に
は
10
万
円
を
祝
い
金
と

し
て
贈
る
事
業
。

は
り
・
き
ゅ
う
等
施
術
料

助
成
事
業

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
60

歳
以
上
の
人
が
、は
り
・
き
ゅ

う
な
ど
の
施
術
を
受
け
た
場

合
に
、
年
間
25
回
を
限
度
と

し
て
１
回
あ
た
り
千
円
を
助

成
す
る
事
業
。

市
民
福
祉
手
当
事
業
費

　

在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者

ま
た
は
重
度
の
認
知
症
高
齢

者
で
、
概
ね
要
介
護
４
以
上

の
人
を
３
カ
月
以
上
介
護
し

て
い
る
方
に
月
額
８
千
円
を

支
給
す
る
事
業
。

救
急
医
療
事
業
費

　

休
日
及
び
夜
間
に
お
け
る

初
期
救
急
医
療
の
確
保
や
入

院
、
手
術
を
要
す
る
重
症
患

者
の
医
療
を
確
保
す
る
た

め
、
在
宅
当
番
医
制
度
及
び

病
院
群
輪
番
制
度
の
円
滑
化

を
図
る
た
め
の
事
業
。

脂
肪
減
量
事
業
費

　

運
動
教
室
開
催
時
に
体
脂

肪
量
等
を
計
測
し
、
減
量
に

応
じ
て
商
品
券
を
交
付
す
る

事
業
。

問　

運
動
教
室
の
実
施
方
法

は
。

答　

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ポ
ス
タ
ー
配
布
等
に
よ

り
６
月
に
募
集
し
、
３
回
の

運
動
教
室
を
開
催
す
る
。

�

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金

事
業
費

　

別
府
小
学
校
校
舎
及
び
川

辺
小
学
校
屋
内
運
動
場
の
老

朽
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、

大
規
模
改
修
工
事
の
実
施
設

計
を
行
う
も
の
。

社
会
体
育
推
進
費

　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
運
営
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
の
運
営
及
び
修

繕
、
学
校
体
育
施
設
開
放
等

に
よ
り
市
民
の
健
康
増
進
と

体
力
づ
く
り
を
図
る
も
の
。

問　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

艇
庫
の
利
用
が
極
め
て
低
調

で
あ
る
が
、
今
後
も
運
営
す

る
考
え
か
。

答　

財
団
よ
り
無
償
譲
渡
さ

れ
た
施
設
で
あ
り
調
整
が
困

難
な
た
め
、
当
面
運
営
を
継

続
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

い
き
い
き
と
健
や
か
に
暮
ら
せ
る

健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

◆
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
◆

一般会計の予算の　審査から　

Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫

頴娃浄楽苑

ウミガメの放流
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農
林
水
産
業
の
振
興

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
活
動
事
業
費

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
育
成

ス
ク
ー
ル
研
修
会
参
加
負
担

金
や
28
年
度
に
本
市
で
全
国

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
サ
ミ
ッ
ト
が

開
催
予
定
の
た
め
、
27
年
度

開
催
地
旭
川
市
へ
の
事
前
調

査
な
ど
を
行
う
た
め
の
経
費
。

問　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

数
及
び
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
組
織
体
制
は
。

答　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は

現
在
14
人
養
成
し
て
い
る

が
、
会
員
数
は
伸
び
悩
ん
で

い
る
。

　

組
織
に
つ
い
て
は
、
各
地

域
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
協
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動

し
て
お
り
、
受
け
入
れ
や
指

導
体
制
が
統
一
さ
れ
て
い
な

い
。
今
後
、
話
し
合
い
や
交

流
の
場
を
設
け
、
指
導
体
制

の
確
立
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
援

対
策
事
業
費

　

化
学
肥
料
や
農
薬
使
用
を

抑
え
環
境
保
全
効
果
の
高
い

営
農
活
動
に
取
り
組
む
農
家

へ
10
ア
ー
ル
当
た
り
８
千
円

を
支
援
す
る
事
業
。

問　

環
境
保
全
型
農
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
品
目
、
農
家

数
及
び
販
売
先
は
。

答　

茶
が
13
戸
で
大
多
数
が

契
約
栽
培
、
ゴ
マ
が
３
戸
で

金
峰
ゴ
マ
生
産
組
合
へ
出

荷
、
野
菜
が
２
戸
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
販
売

を
実
施
し
て
い
る
。

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
畜
産
環
境

整
備
計
画
策
定
事
業
費

　

畜
産
経
営
の
環
境
整
備
を

行
い
、
家
畜
排
せ
つ
物
等
地

域
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
の
構
築
の
た
め
の
計
画

策
定
に
係
る
経
費
。

問　

糞
尿
処
理
の
状
況
は
。

答　

本
事
業
で
５
戸
実
施
予

定
で
あ
る
も
の
の
、
ま
だ
処

理
が
十
分
で
な
い
畜
産
農
家

も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
農
家
の
立
場
に
立
っ
た

指
導
を
図
り
た
い
。

住
環
境
の
整
備

市
道
単
独
整
備
事
業

　

春
向
谷
場
線
ほ
か
11
路
線

の
改
良
整
備
、
永
田
高
田
線

ほ
か
３
路
線
の
舗
装
・
排
水

整
備
に
要
す
る
経
費
。

市
道
補
助
整
備
事
業

　

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
く
竹
迫
橋
の
架
け
替

え
や
、
平
安
橋
ほ
か
２
橋

り
ょ
う
の
修
繕
及
び
麓
荷
辛

路
線
ほ
か
６
路
線
の
整
備
に

か
か
る
工
事
請
負
費
な
ど
。

問　

橋
り
ょ
う
点
検
の
状
況

は
。

答　

市
道
橋
の
対
象
３
０
９

橋
に
つ
い
て
は
、
長
寿
命
化

修
繕
計
画
に
係
る
調
査
を
21

年
度
か
ら
23
年
度
で
終
了
し

て
い
る
。
国
が
定
め
る
基
準

に
よ
り
、
５
年
に
一
度
近
接

目
視
調
査
を
26
年
度
か
ら
開

始
し
、
結
果
に
基
づ
き
適
宜

修
繕
を
図
り
た
い
。

河
川
総
務
費
（
一
般
経
費
）

　

河
川
愛
護
作
業
に
係
る
報

償
費
及
び
水
門
、
樋
門
の
維

持
管
理
に
要
す
る
経
費
。

～
委
員
か
ら
～

　

河
川
愛
護
作
業
の
報
償
費

単
価
は
合
併
時
に
設
定
さ

れ
、
当
分
の
間
は
現
状
維
持

し
た
い
と
の
考
え
で
あ
る

が
、
河
川
に
よ
り
法
面
が
急

こ
う
配
で
作
業
が
困
難
な
場

所
や
雑
木
が
生
い
茂
っ
て
伐

採
に
多
く
の
作
業
時
間
を
要

す
る
箇
所
も
見
ら
れ
る
た

め
、
状
況
に
応
じ
た
単
価
と

す
る
見
直
し
が
必
要
と
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

安
心
・
安
全
な
食
の
提
供
と

未
来
を
支
え
る
農
業
の
ま
ち
づ
く
り

◆
産
業
建
設
常
任
委
員
会
◆田んぼアート

架け替えられる竹迫橋
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国
民
健
康
保
険
事
業
は
危
機
的
状
況

市
民
一
人
一
人
が
医
療
費
削
減
に
努
力
を
！

国
民
健
康
保
険
事
業

一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費

33
億
４
２
５
万
７
千
円

　

医
療
費
の
う
ち
、
自
己
負

担
額
を
除
い
た
額
を
国
保
連

合
会
を
通
じ
て
保
健
医
療
機

関
に
支
払
う
給
付
費
。

一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費

５
億
２
６
７
８
万
８
千
円

　

医
療
費
の
自
己
負
担
額
の

う
ち
、
定
め
ら
れ
た
負
担
額

を
超
え
る
額
を
支
給
す
る
も

の
。

※�

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
へ
、
本
年
度
も
一
般

会
計
か
ら
法
定
外
繰
入
金

２
億
８
５
６
２
万
７
千
円

が
補
て
ん
さ
れ
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金

５
億
６
３
０
９
万
８
千
円

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
か
ら
納
付
さ
れ
る
保
険
料

と
保
険
基
盤
安
定
負
担
金
を

県
広
域
連
合
会
に
納
め
る
も

の
。

介
護
保
険
事
業

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

14
億
８
０
０
万
円

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス

給
付
費

５
億
３
４
０
０
万
円

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

17
億
６
５
０
０
万
円

　

そ
れ
ぞ
れ
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
た
場
合
に
、
自

己
負
担
額
を
除
い
た
９
割
ま

た
は
８
割
を
南
九
州
市
（
保

険
者
）
が
国
保
連
合
会
へ
支

払
う
も
の
。

簡
易
水
道
事
業

施
設
管
理
費
（
一
般
経
費
）

５
４
４
５
万
４
千
円

　

簡
易
水
道
水
を
安
定
的
に

供
給
す
る
た
め
各
施
設
の
維

持
管
理
に
要
す
る
経
費
。

建
設
改
良
費

６
７
４
９
万
円

　

安
定
的
な
給
水
に
必
要
な

改
良
工
事
な
ど
の
経
費
。

農
業
集
落
排
水
事
業

知
覧
垂
水
維
持
管
理
費

３
５
４
万
４
千
円

　

知
覧
垂
水
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
維
持
管
理
に
要
す
る
経

費
。

川
辺
東
部
維
持
管
理
費

８
８
９
万
１
千
円

　

川
辺
東
部
農
業
集
落
排
水

処
理
場
の
維
持
管
理
に
要
す

る
経
費
。

公
共
下
水
道
事
業

浄
化
セ
ン
タ
ー
維
持
管
理
費

２
４
６
７
万
６
千
円

　

知
覧
中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
維
持
管
理
委
託
料
な
ど
。

管
渠
及
び
排
水
設
備
維
持

管
理
費

１
２
９
５
万
７
千
円

　

公
共
下
水
道
区
域
の
管
渠

及
び
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の

維
持
管
理
委
託
料
な
ど
。

水　

道　

事　

業

原
水
及
び
浄
水
費

９
２
３
１
万
円

　

各
地
区
水
道
施
設
の
取

水
、
浄
水
、
送
水
な
ど
の
維

持
に
係
る
経
費
。

配
水
及
び
給
水
費

４
７
８
０
万
７
千
円

　

配
水
池
、
配
水
管
、
中
継

ポ
ン
プ
な
ど
の
維
持
管
理
に

要
す
る
経
費
。

区　　　分 H27予算額（千円） H26予算額（千円） 増減額（千円） 増減率（％）

国民健康保険事業 6,950,400 6,286,800 663,600 10.6

後 期 高 齢 者 医 療 566,400 566,800 △ 400 △ 0.1

介 護 保 険 事 業 4,729,000 4,683,000 46,000 1.0

簡 易 水 道 事 業 279,900 277,900 2,000 0.7

農業集落排水事業 78,500 76,300 2,200 2.9

公 共 下 水 道 事 業 162,700 170,800 △ 8,100 △ 4.7

水道事業
（収益的支出） 444,992 456,656 △ 11,664 △ 2.6

（資本的支出） 275,751 243,169 32,582 13.4

総　　額 13,487,643 12,761,425 726,218 5.7

特
別
会
計
の
主
な
事
業
内
容

平成27年度 当初予算  特別会計・企業会計



8南九州議会だより　第30号　平成26年度補正予算

 国の緊急経  済対策に伴う補正など
プレミアム付き商品券　発行事業費等　地域活性化に活かす！

平
成
26
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
11
号
）

総

務

費

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用

推
進
事
業
費

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
計

画
的
に
購
入
し
て
市
民
へ
の

貸
し
出
し
を
行
い
、
乳
幼
児

の
身
体
生
命
を
守
り
、
交
通

事
故
防
止
対
策
を
図
る
た
め

の
経
費
。

南
九
州
市
総
合
戦
略
策
定

事
業
費

　

南
九
州
市
創
生
総
合
戦
略

本
部
の
設
置
に
伴
い
、
平
成

27
年
度
中
に
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

と
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
た

め
の
経
費
。

問　

総
合
戦
略
策
定
の
進
め

方
は
。

答　

市
で
は
調
査
や
ア
ン

ケ
ー
ト
を
業
者
に
委
託
し
、

市
の
創
生
総
合
戦
略
本
部
で

９
月
に
は
と
り
ま
と
め
、
総

合
計
画
審
議
会
に
諮
問
す
る

と
と
も
に
議
会
に
も
報
告
し

た
い
。

※�　

政
府
は
昨
年
末
、ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
を

成
立
し
、
市
町
村
に
も
各

地
の
実
情
に
応
じ
た
地
方

版
総
合
戦
略
を
つ
く
る
努

力
義
務
を
課
し
て
い
る
。

国
の
地
方
創
生

先
行
予
算
を
活
用

平成26年度　一般会計補正予算（第11号）事業一覧
事　　業　　名 事業費 主な内容

1 チャイルドシート着用推進事業 58万円 チャイルドシート購入

2 南九州市総合戦略策定事業費 711万円 総合戦略等の策定に係る調査委託業務

3 地域間交通拠点施設整備事業費 151万円 川辺文化会館ひまわりバス停整備

4 災害時避難行動要配慮者支援システム整備事業費 753万円 支援システムの整備及び保守契約に係る委託料

5 地域元気活動事業費 465万円 市内保育所等に事業実施補助金を交付

6 担い手育成対策事業費 1,195万円 農業用機械導入に対する補助（７経営体）

7 ６次産業化等による持続可能な地域活性化事業費 2,025万円 農事組合法人どんどんファーム古殿が行う農産物直
売施設整備への補助

8 茶いっぺ商品券発行事業費 2,443万円 南九州市茶業振興会が実施する茶いっぺ商品券発行
事業にプレミアム40％分を助成

9 基盤整備促進事業費 1,013万円 基盤整備促進事業厚地地区への増額補正

10 プレミアム付き商品券発行事業費 7,300万円 プレミアム付き商品券発行事業に市が25％分を助成

11 訪日外国人受入対策事業費 1,543万円 多言語パンフレット制作。戦跡、武家屋敷エリア回
遊アプリ開発業務委託

12 教育旅行受入対策事業費 1,398万円 教育旅行の誘致拡大を図るための事前学習用ＤＶＤ
の制作。三角兵舎跡にジオラマ設置工事

13 災害時備蓄品使用教育事業費 50万円 災害備蓄品の使い方を教育する教材購入

合　　　　計 1億9,496万円
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商

工

費

訪
日
外
国
人
受
入
対
策
事
業
費

　

多
言
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

制
作
や
、
武
家
屋
敷
エ
リ
ア

回
遊
ア
プ
リ
を
開
発
し
、
発

地
型
の
誘
客
活
動
及
び
本
市

で
の
着
地
型
の
受
入
対
策
を

行
い
、
訪
日
外
国
人
へ
の
お

も
て
な
し
の
充
実
を
図
る
た

め
の
経
費
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

発
行
事
業
費

　

南
九
州
市
商
工
会
が
実
施

す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
発
行
事
業
に
対
し
、
市
が

25
％
割
り
増
し
分
を
助
成
す

る
も
の
。

〇
１
セ
ッ
ト
１
万
円
を
１
人

　

10
セ
ッ
ト
ま
で
購
入
可

26年度
3月補正

農
林
水
産
業
費

担
い
手
育
成
対
策
事
業
費

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
、
７
経
営

体
が
導
入
す
る
ト
ラ
ク
タ
ー

及
び
乗
用
型
茶
園
管
理
機
等

の
導
入
に
対
す
る
補
助
。

６
次
産
業
化
等
に
よ
る
持
続

可
能
な
地
域
活
性
化
事
業
費

　

農
事
組
合
法
人
ど
ん
ど
ん

フ
ァ
ー
ム
古
殿
に
お
い
て
、

地
域
の
農
産
物
や
加
工
品
の

販
売
等
を
通
じ
た
地
域
住
民

の
交
流
拠
点
と
し
て
、
農
産

物
直
売
施
設
及
び
加
工
施
設

の
整
備
に
対
す
る
補
助
。

平
成
26
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
10
号
）

総

務

費

頴
娃
文
化
会
館
管
理
費

６
３
７
２
万
１
千
円

　

頴
娃
文
化
会
館
は
竣
工
か

ら
31
年
が
経
過
し
、
外
壁
の

劣
化
が
著
し
い
た
め
、
落
下

の
危
険
性
が
高
い
箇
所
を
改

修
す
る
た
め
の
経
費
。

問　

27
年
度
当
初
予
算
で
対

応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

総
合
計
画
後
期
実
施
計

画
に
基
づ
き
、
27
年
度
実
施

予
定
で
あ
っ
た
が
27
年
度
当

初
予
算
編
成
に
向
け
た
現
地

確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、
安
全

性
の
確
保
の
観
点
か
ら
早
急

に
改
修
が
必
要
と
判
断
し
た
。

～
委
員
会
か
ら
～

　

改
修
後
耐
久
性
が
確
保
さ

れ
る
よ
う
、
施
工
に
当
た
っ

て
は
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
時
期

を
考
慮
し
、
慎
重
な
予
算
計

上
に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

 国の緊急経  済対策に伴う補正など
プレミアム付き商品券　発行事業費等　地域活性化に活かす！

武家屋敷エリア回遊アプリ

現地調査のようす（頴娃文化会館）

お茶むらいにタッチすると、豆知識
やクイズなどを楽しめます。

スマートフォンで見た画面イメージ

江戸中期に造られた庭園
は、とても美しいですね。
この庭園、どんな人が手入
れをしていたでしょうか？
一、武士　　
二、奥方　　
三、庭師

実は、江戸時代は
藩という呼称は極
一部でしか使われ
ませんでした。
幕藩体制なんて言
葉があるぐらい
で・・・

加工施設整備予定地
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条例の制定・改廃

　頴娃地域の地区公民館運営審議会委員報酬額を、
中央公民館運営審議会委員報酬額と同額とする。
　・年額 11,500 円→日額 4,650 円

公民館運営審議会委員報酬を統一
南九州市報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正

　人事院勧告による国家公務員の給与水準の総合的
見直しに伴い、職員の給与等を改正します。
　・職員給与を平均で月額約２％減額
　・地域手当の支給率引上（※）18/100→20/100
　・単身赴任手当の月額引上（※）23,000円→30,000円
　　（※）は派遣職員に対する措置

職員給与の改正など
南九州市職員の給与に関する条例の一部改正

●�南九州市教育長の給与、勤務時間等に関する条例
及び南九州市特別職報酬等審議会条例の一部を改
正�する条例
●�南九州市行政手続条例の一部を改正する条例
●�南九州市指定地域密型サービスの事業の人員、設
備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例
●�南九州市地域密着型介護予防サービスの事業の人
員、設備及び運営並びに指定密着型介護予防サー
ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
●�南九州市指定介護予防支援等の事業の人員及び運
営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のた
めの効果的な支援の方法に関する基準を定める条
例
●�南九州市地域包括支援センターの職員及び運営に
関する基準を定める条例
●南九州市保育の実施に関する条例を廃止する条例

その他の条例

　主な改正は、平成27年４月１日から平成28年３月
31日まで、三役の給料月額を減額します。
　・市　長　827,000円→744,300円（10％減）
　・副市長　651,000円→613,000円（５％減）
　・教育長　613,000円→594,600円（３％減）

特別職給与の改正など
南九州市長及び副市長の給与等に関する条例及び南九
州市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部改正

　第６期介護保険事業計画に基づく 27 年度から 29
年度までの保険料率の改正及び、介護保険法施行令
の改正に伴う所得段階区分などを改正します。
　・保険料率の引上　月額 4,600 円→月額 5,500 円
　・所得段階の区分変更　６段階→９段階
　・�所得の少ない生活保護者など第１号被保険者の
保険料月額 33,000 円を 29,700 円とする。

介護保険料率の改正など
南九州市介護保険条例の一部改正

　公共の温泉施設を使用する療育手帳及び精神障害
者保健福祉手帳所持者を使用料金区分に追加設定す
るとともに、これら障害者手帳所持者の入浴介助者
１人に限り使用料を１回160円とする。

温泉の使用料金区分の追加設定など
南九州市温泉センター条例及び南九州市夢・風の里ア
グリランドえい条例の一部改正

◎�「集団的自衛権行使容認の閣議決定は撤回し、立
法化に反対する」意見書の提出を求める請願書
　　　提出者：南九州市川辺町　　芝原敦子

請 願 不採択

◎�集団的自衛権の行使容認の閣議決定を撤回するこ
とを求める陳情書
　　　提出者：南九州市川辺町　　東　恒夫

陳 情 不採択●審査の結果
　委員会では、本請願及び陳情については、国の動向
も見ながらこれまで慎重に審議してきたが､ 現在すで
に主要３論点について与党内での調整も進み、法制化
に向けて調整が進んでいる状況であり、閣議決定の撤
回を求めるのは難しいことから､ 採択に反対する。法
制化に向けた審議は、やや前のめりの感もあり首相の
暴走にならないよう、国民に丁寧な説明や慎重な国会審議が望まれる。しかし、近年の中国の尖閣諸島等への海
洋進出や北朝鮮の核ミサイル開発、テロ行為による人質殺害事件など、アジアの安全保障情勢は悪化している状
況であり、日本の平和を確保するためには集団的自衛権の行使を可能にし、日米同盟や国際連携の強化が必要と
考える。
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任
期
は
、
市
が
議
会
の
意
見
を
求
め
法
務
大
臣
に
推
薦

し
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
日
か
ら
３
年
間
で
、
平
成
27
年

７
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
６
月
30
日
ま
で
で
す
。

人

事

案

件

◆ 
人
権
擁
護
委
員 

◆

髙た
か

吉よ
し　

敬
た
か
し　

氏

　
　
　
　

頴
娃
町　

牧
之
内

田た
な
か中　

清き
よ

実み　

氏

　
　
　
　

知
覧
町　

永
里

宮み
や
う
ち内　

健た
け

義よ
し　

氏

　
　
　
　

川
辺
町　

永
田

平成27年６月定例会から
議会中継がはじまります！

インターネット配信または各支所ロビーのテレビでご覧いただけるようになります

（平成25年９月定例会）

追跡！
あの質問・提言
はどうなった？！

その後

質問者�／蔵元　慎一　議員

世界記憶遺産登録に向け、平和会
館周辺整備の考えはないか

答弁者�／市長

大型バスを含めた駐車場の追加整
備が必要
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蓮
子　

女
性
消
防
団
員
採
用

の
考
え
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
激
務
と
な
る
消
防

幹
部
の
労
災
防
止
の
観
点
か

ら
健
康
診
断
書
等
の
提
出
を

義
務
化
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

女
性
消
防
団
員
の
採

用
に
つ
い
て
は
、
市
消
防
委

員
会
の
承
認
を
経
て
平
成
28

年
度
よ
り
活
動
で
き
る
よ
う

取
り
組
む
。

　

健
康
診
断
書
等
の
提
出
に

つ
い
て
は
、
条
例
に
「
身
体

強
健
な
者
を
消
防
団
員
と
し

て
任
命
す
る
」
と
あ
り
、
日

頃
か
ら
十
分
注
意
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
も
の
と
考
え
、

現
在
の
と
こ
ろ
必
要
な
い
と

考
え
て
い
る
。

南九州議会だより　第30号　一般質問

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

市
長
／ 

国
の
指
針
に
よ
り

着
手
し
た
い

蓮
子　

空
き
家
の
状
態
に
よ

り
区
分
し
、
そ
の
利
活
用
に

対
処
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
空
き
家
の
状
態
に

応
じ
て
課
税
の
在
り
方
を
見

直
す
考
え
は
な
い
か
。　

市
長　

空
き
家
対
策
特
別
措

置
法
が
本
年
２
月
26
日
よ
り

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
調

査
等
が
可
能
に
な
っ
た
。
国

交
大
臣
及
び
総
務
大
臣
が
基

本
指
針
を
策
定
し
て
市
町
村

に
示
す
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
早
急
に
状
況
調
査
は
必

要
と
考
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
の
指
針
に
基
づ
い
て

具
体
的
な
取
り
組
み
に
着
手

し
た
い
。

女
性
消
防
団
員
採
用
の

考
え
は

市
長
／ 

消
防
委
員
会
の
承
認
を
得
て

取
り
組
む

消防団

蓮子　幹夫　議員

市民の声を　
　行政に問う

議会会議録はここで見れます
◎校区・地区公民館
◎市立図書館
◎ホームページ（南九州市）

一般質問
10人が登壇

女性消防団員（南さつま市）
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西　　次雄　議員

西　

南
九
州
市
内
に
は
多
く

の
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
域
が
あ

り
、
い
ず
れ
の
共
同
受
信
施

設
も
相
当
年
数
が
経
過
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
受
信
技
術
と
機
器

も
進
歩
し
て
お
り
、
更
新
に

は
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ

と
か
ら
、
更
新
に
際
し
補
助

す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

現
在
、
テ
レ
ビ
難
視

聴
地
域
解
消
事
業
補
助
金
は

新
設
の
事
業
に
助
成
制
度
を

設
け
て
い
る
。

　

更
新
に
つ
い
て
は
、
組
合

員
数
や
架
線
の
距
離
、
改
修

の
内
容
な
ど
施
設
ご
と
に
異

な
り
、
事
業
費
や
一
戸
当
た

り
の
経
費
も
異
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

　

一
方
で
受
信
組
合
で
の
施

設
管
理
は
、
地
域
活
動
の
助

長
で
あ
り
組
合
を
存
続
す
る

た
め
の
支
援
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

西　

難
視
聴
組
合
内
に
市
営

住
宅
は
何
地
域
あ
る
か
。

　

ま
た
、
市
営
住
宅
の
設
備

更
新
時
は
、
市
で
組
合
に
加

入
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

建
築
住
宅
課
長　

現
在
、
川

辺
地
域
の
本
門
と
向
江
町
の

２
地
域
を
把
握
し
て
い
る
。

市
長　

同
じ
市
営
住
宅
の
中

で
一
本
化
す
る
よ
う
、
市
で

対
応
を
協
議
し
た
い
。

テ
レ
ビ
難
視
聴

共同受信設備の更新
に補助する考えは

市長／支援が必要と考える

深
町　

文
部
科
学
省
は
公
立

小
中
学
校
の
統
廃
合
に
関
す

る
手
引
き
案
を
公
表
し
た
。

存
続
さ
せ
る
場
合
は
情
報
通

信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
活
用

し
て
授
業
す
る
な
ど
の
対
策

も
示
し
た
と
あ
る
が
、
本
市

の
対
応
を
問
う
。

教
育
長　

小
学
校
は
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
で
あ

り
、
統
廃
合
に
よ
っ
て
今
ま

で
学
校
を
中
心
と
し
て
ま
と

ま
っ
て
き
た
地
域
が
衰
退
す

る
と
の
声
も
聞
か
れ
る
こ
と

や
、
統
廃
合
に
つ
い
て
は
行

政
が
一
方
的
に
進
め
る
性
格

の
も
の
で
な
い
こ
と
か
ら
、

慎
重
に
対
応
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

森
林
整
備
の
官
民
連
携

強
化
の
考
え
は

市
長
／ 

協
議
会
を
立
ち
上

げ
る
計
画

深
町　

日
置
市
内
に
森
林
を

所
有
し
た
り
、
所
有
者
か
ら

受
託
し
た
り
す
る
６
機
関
が

連
携
し
て
森
林
整
備
を
進
め

る
た
め
、
協
定
を
締
結
し
た

と
南
日
本
新
聞
が
報
道
し

た
。
森
林
整
備
を
進
め
る
た

め
、
官
民
連
携
を
強
化
す
る

考
え
は
な
い
か
。

市
長　

一
貫
作
業
の
シ
ス
テ

ム
を
普
及
す
る
た
め
、
鹿
児

島
県
、
市
町
村
、
森
林
組
合
、

林
業
事
業
体
、
住
民
代
表
を

構
成
員
と
し
た
、（
仮
称
）

再
造
林
推
進
連
絡
協
議
会
を

平
成
27
年
度
早
々
に
各
振
興

局
単
位
で
立
ち
上
げ
る
計
画

で
あ
る
。

小
中
学
校
統
廃
合
の

本
市
の
対
応
は

教
育
長
／
慎
重
に
対
応
し
て
い
く

統廃合

深町　幸子　議員

テレビ共同受信施設

「公立小学校・中学校の適正規模・
適正配置等に関する手引」

おもなポイント

◦「学校規模の適正化」として、小学校で 6学
級以下、中学校で 3学級以下の学校については、
速やかに統廃合の適否を検討する必要があると
したこと。

◦「学校の適正配置」として、スクールバスの
導入などで交通手段が確保できる場合は「おお
むね 1時間以内」を目安とするという基準を加
えたこと。
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竹迫　　毅　議員

竹
迫　

大
規
模
校
と
小
規
模

校
そ
れ
ぞ
れ
長
所
短
所
が
あ

り
、
小
学
校
は
地
域
の
核
と

な
っ
て
お
り
、
校
区
民
の
拠

り
所
で
も
あ
る
と
思
う
。
児

童
の
教
育
環
境
や
財
政
面
を

考
慮
す
る
と
、
再
編
が
必
要

と
思
う
が
見
解
を
問
う
。

教
育
長　

小
学
校
は
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
で
避

難
所
で
も
あ
る
。
廃
校
で
地

域
が
衰
退
す
る
と
の
声
も
あ

り
、
地
域
か
ら
統
廃
合
の
要

望
が
上
が
っ
て
き
た
ら
、
保

護
者
や
地
域
住
民
の
理
解
や

協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
協
議

や
支
援
を
図
り
た
い
。

竹
迫　

児
童
減
少
は
避
け
ら

れ
な
い
。
学
校
は
子
ど
も
た

南九州議会だより　第30号　一般質問

松久保　正毅　議員

松
久
保　

合
併
し
て
７
年
が

過
ぎ
、
人
口
は
４
２
０
０
人

余
り
減
少
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
移
住
・
定
住
対

策
を
実
施
し
て
き
た
が
人
口

減
少
が
止
ま
ら
な
い
。
雇
用

の
確
保
や
魅
力
的
な
定
住
環

境
を
確
保
し
、
人
口
増
を
図

る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

農
業
後
継
者
の
確

ち
の
学
ぶ
場
所
で
、
学
校
再

編
と
地
域
活
性
化
は
分
け
て

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

今
後
の
財
政
負
担
を
考
え

る
と
地
域
か
ら
の
要
望
を
待

つ
の
で
は
な
く
、
教
育
委
員

会
が
再
編
の
方
針
を
出
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

保
、
企
業
誘
致
や
地
場
産
業

の
規
模
拡
大
に
よ
る
雇
用
の

創
出
、
住
宅
用
地
や
公
営
住

宅
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
住
宅
の
取
得
補
助
制
度

や
子
育
て
支
援
な
ど
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
を
通
じ
て

発
信
し
て
い
く
。

商
工
業
振
興
の
施
策
は

市
長
／ 

創
生
総
合
戦
略
を

策
定
し
取
り
組
む

松
久
保　

大
型
店
舗
の
進
出

に
よ
り
年
々
商
工
業
者
の
数

が
減
少
し
て
い
る
。
施
政
方

針
で
商
工
業
者
の
経
営
安
定

を
図
り
、
購
買
力
の
地
元
定

着
や
利
便
性
の
向
上
を
促
進

す
る
と
あ
る
が
、
具
体
的
な

施
策
を
問
う
。

市
長　

商
工
会
に
交
付
す
る

商
工
振
興
事
業
補
助
金
や
制

度
資
金
の
利
子
補
給
補
助

金
、
商
店
街
共
同
施
設
事
業

補
助
金
や
空
き
店
舗
活
用
事

業
補
助
金
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
発
行
事
業
補
助
金

な
ど
に
今
後
も
取
り
組
ん
で

い
く
。

　

ま
た
、
地
方
創
生
に
伴
う

「
南
九
州
市
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
、
効
果
的
な
商
工

振
興
政
策
を
進
め
て
い
く
。

市
長　

お
と
な
の
エ
ゴ
で
な

く
子
ど
も
た
ち
が
第
一
、
小

中
一
貫
校
も
視
野
に
考
え
る

べ
き
時
に
き
て
い
る
と
思

う
。
人
口
推
計
等
に
よ
り
総

合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

○
道
路
区
画
線

再
編
の
考
え
は

市
長
／ 
小
中
一
貫
校
も
視
野
に
考
え

る

小学校

人
口
対
策

人口増を図る考えは

市長／ 住宅取得補助や子育て支
援に取り組む

平成21～32年度までの児童生徒数推移（見込み）

区　　　分 Ｈ21 Ｈ23 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ30 Ｈ32

小　学　校　　 2,019 1,944 1,761 1,740 1,656 1,578

頴娃地域（7） 677 666 610 601 583 531

知覧地域（7） 617 596 530 535 480 459

川辺地域（7） 725 682 621 604 593 588

中　学　校　　 1,143 1,051 1,015 966 915 852

頴娃地域（3） 348 337 340 329 311 301

知覧中学校 379 312 316 298 281 264

川辺中学校 416 402 359 339 323 287

小・中学校　合計 3,162 2,995 2,776 2,706 2,571 2,430

第１児童館の子どもたち
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内園　知恵子　議員

内
園　

国
保
税
が
県
内
一
高

く
、
所
得
に
対
す
る
国
保
税

の
割
合
が
17
・
１
パ
ー
セ
ン

ト
と
高
額
で
生
計
を
維
持
す

る
の
が
厳
し
い
と
考
え
る
が

見
解
を
問
う
。

市
長　

所
得
割
・
資
産
割
・

均
等
割
・
平
等
割
の
４
方
式

で
負
担
し
て
い
た
だ
く
。
年

金
収
入
の
み
で
生
計
を
立
て

伊瀬知　正人  議員

伊
瀬
知　

合
併
当
初
、
組
織

拡
大
に
対
応
す
る
た
め
副
市

長
２
名
体
制
と
し
て
部
長
制

で
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
後
副

市
長
１
名
と
な
り
業
務
が
執

行
さ
れ
て
き
た
。

　

４
月
１
日
か
ら
課
長
制
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
各
部
長
処

理
の
案
件
が
す
べ
て
副
市
長

決
裁
と
な
り
負
担
が
増
大
す

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
市
民
に
迷
惑
が
か

か
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
横

の
連
携
を
密
に
し
て
、
活
気

の
あ
る
職
場
環
境
で
適
正
な

業
務
執
行
に
努
め
る
べ
き
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

て
い
る
単
身
者
は
、
所
得
割

は
賦
課
さ
れ
な
い
が
、
均
等

割
・
平
等
割
は
定
額
の
３
割

相
当
納
め
て
頂
く
。
生
計
が

厳
し
い
と
ま
で
は
言
わ
な
い

が
、
家
計
負
担
の
重
さ
は
、

他
の
被
保
険
者
に
比
べ
て
大

き
い
こ
と
な
ど
十
分
理
解
し

て
い
る
。

出
生
祝
い
金
等
の
増
額

の
考
え
は

市
長
／ 

創
生
総
合
戦
略
本

部
で
検
討

内
園　

日
本
創
生
会
議
が
発

表
し
た
消
滅
可
能
性
都
市
に

本
市
が
含
ま
れ
て
お
り
、
20

市
長　

こ
れ
ま
で
の
部
長
決

裁
権
限
を
副
市
長
へ
移
行
す

る
の
で
は
な
く
、
課
長
の
決

裁
と
す
る
よ
う
事
務
決
裁
規

程
の
見
直
し
を
行
う
。

歳
か
ら
39
歳
女
性
人
口
が
著

し
く
減
少
傾
向
に
あ
る
。
若

い
世
代
へ
の
結
婚
奨
励
金
制

度
創
設
や
子
ど
も
出
生
祝
金

な
ど
大
幅
増
額
の
考
え
は
。

市
長　

国
の
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
若

い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
の
希
望
を
叶
え
る
政
策

を
掲
げ
て
お
り
、
本
市
も
こ

の
政
策
は
重
要
と
考
え
る
。

結
婚
や
子
育
て
支
援
施
策
に

つ
い
て
は
、
本
市
の
創
生
総

合
戦
略
本
部
で
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　

市
政
の
重
要
な
案
件
に
つ

い
て
は
庁
議
で
決
定
を
行
っ

て
市
民
に
迷
惑
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に
職
員
相
互
の
連
携

を
密
に
し
、
３
役
は
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇
市
長
選
へ
の
立
候
補

課
制
移
行
に
よ
る

業
務
執
行
は

市
長
／ 

市
民
に
迷
惑
が
掛
か
ら
な
い

よ
う
対
応
す
る

行政組織

国
保
税

税率が高いが
　　見解を問う
市長／ 家計負担の重さは十分理解

している

組織再編された商工観光課

（平成25年度鹿児島県国民健康保険事業状況より）

１人当たりの
医療費

１人当たりの
国保税調定額

南九州市 401,267円 96,159円

県内19市平均 388,202円 79,787円

県平均 377,808円 78,762円

※�１人当たりの国保税調定額96,159円は県内19市
の中で最も高い
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浜
田　
Ｊ
Ｒ
指
宿
枕
崎
線
一

部
廃
止
に
向
け
た
回
避
政
策

の
取
り
組
み
を
問
う
。

市
長　

指
宿
枕
崎
線
は
、
通

勤
・
通
学
な
ど
の
日
常
生
活

を
支
え
る
交
通
機
関
で
あ

り
、
観
光
振
興
に
も
寄
与
し

て
い
る
貴
重
な
交
通
手
段
で

あ
る
。
本
市
と
し
て
も
、
沿

線
４
市
で
構
成
し
て
い
る
指

宿
枕
崎
線
輸
送
強
化
促
進
期

亀
甲　

南
薩
縦
貫
道
路
の
川

辺
ダ
ム
か
ら
鹿
児
島
市
側
の

整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、

整
備
に
向
け
県
に
ど
の
よ
う

に
要
請
を
し
て
い
る
か
。

市
長　

川
辺
ダ
ム
か
ら
鹿
児

島
市
側
の
整
備
の
要
望
に
つ

い
て
は
谷
山
イ
ン
タ
ー
か
ら

川
辺
ダ
ム
イ
ン
タ
ー
区
間

を
、
調
査
区
間
・
整
備
区
間

に
格
上
げ
す
る
よ
う
要
望
し

て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
今

後
も
「
南
薩
地
区
総
合
開
発

期
成
会
」
や
「
南
薩
縦
貫
道

路
建
設
期
成
同
盟
会
」
と
一

体
と
な
っ
て
、
整
備
に
向
け

要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
川
辺
ダ
ム
イ
ン

タ
ー
か
ら
は
県
道
19
号
を
錫

山
ま
で
使
い
、
県
道
22
号
を

突
き
き
っ
て
山
田
料
金
所
ま

で
つ
な
ぐ
道
路
と
し
た
方
が

よ
い
。
今
後
、
南
薩
縦
貫
道

路
の
協
議
会
で
提
案
し
た

い
。

亀
甲　

そ
う
で
あ
れ
ば
南
薩

縦
貫
道
路
建
設
期
成
同
盟
会

等
で
十
分
協
議
し
て
ほ
し

い
。
変
更
す
る
の
で
あ
れ
ば

住
民
に
示
し
て
ほ
し
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
河
川
維
持

○
勝
目
城
の
文
化
財
指
定

○
地
方
創
生

南
薩
縦
貫
道
路
の
整
備
は

市
長
／ 
南
薩
縦
貫
道
路
建
設
期
成
同
盟

会
等
と
一
体
と
な
っ
て
要
望

高規格道路

亀甲　俊博　議員

南九州議会だより　第30号　一般質問

成
会
、
県
鉄
道
整
備
促
進
協

議
会
及
び
地
域
団
体
な
ど
と

協
力
し
て
、
指
宿
枕
崎
線
の

存
続
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
内
３
高
校
の
存
続
に
対

す
る
取
り
組
み
を
問
う

教
育
長
／ 

各
高
校
の
活
性

化
対
策
協
議
会

へ
の
支
援
に
努

め
て
い
き
た
い

浜
田　

地
域
の
活
力
維
持
と

高
校
の
機
能
強
化
の
た
め
、

支
援
と
連
携
を
図
り
、
特
性

を
活
か
し
た
学
校
づ
く
り
が

必
要
と
考
え
る
。
３
高
校
の

存
続
に
対
す
る
取
り
組
み
を

問
う
。

教
育
長　

少
子
化
や
価
値
観

の
多
様
化
等
が
進
む
中
で
、

各
学
校
そ
れ
ぞ
れ
定
員
確
保

面
で
の
課
題
を
抱
え
て
い

る
。教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

存
続
や
振
興
・
活
性
化
の
た

め
の
支
援
が
急
務
と
な
っ
て

お
り
、
教
育
活
動
の
推
進
や

各
中
学
校
と
の
連
携
を
図
っ

て
い
く
。
ま
た
、
南
九
州
市

進
路
指
導
連
絡
協
議
会
を
起

点
と
し
た
取
り
組
み
を
充
実

さ
せ
、
各
高
校
の
活
性
化
対

策
協
議
会
へ
の
支
援
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
頴
娃
准
看
護
学
校
の
存
続

指
宿
枕
崎
線

一部廃止に向けた
回避政策を問う

市長／存続に取り組んでいく
浜田　茂久　議員

指宿枕崎線　大川駅

南薩縦貫道路（川辺ダム付近）



17 南九州議会だより　第30号　一般質問

蔵元　慎一　議員

蔵
元　

一
般
会
計
２
１
５
億�

７
０
０
万
円
は
対
前
年
度
比

2.9
％
の
伸
び
と
な
っ
て
い
る

が
、
平
成
24
年
に
策
定
さ
れ

た
中
期
財
政
計
画
に
比
較
し

て
大
き
な
開
き
が
見
ら
れ
る

が
、
見
解
を
問
う
。

市
長　

中
期
財
政
計
画
の
想

定
予
算
２
０
７
億
９
３
０
０�

万
円
と
比
較
す
る
と
3.4
％
、

７
億
１
４
０
０
万
円
の
増
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
要
因
は

南
薩
地
区
衛
生
管
理
組
合
、

指
宿
広
域
市
町
村
圏
組
合
へ

の
負
担
金
及
び
指
宿
南
九
州

消
防
組
合
へ
の
負
担
金
が
大

幅
に
伸
び
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら

普
通
交
付
税
の
漸
減
期
間
が

始
ま
り
、
歳
入
は
減
と
な
り

歳
出
増
に
合
わ
せ
る
た
め
、

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
り

入
れ
が
大
幅
な
増
と
な
っ

た
。

　

今
後
の
財
政
運
営
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な

歳
出
の
計
画
に
は
無
理
が
あ

り
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
を
得
な
が
ら
、
健
全
な
財

政
運
営
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

○�

南
九
州
市
創
生
総
合
戦
略

本
部

当
初
予
算

中期財政計画との差異は

市長／ これまでのような歳出の計画には
無理がある

【中期財政計画と平成27年度当初予算の比較】
歳入（差異の大きい款別） （単位：100万円）

中期財政計画 Ｈ27当初予算 差額

地方交付税 8,405 7,867 ▲538

繰　入　金 1,095 2,062 967

歳出（差異の大きい性質別予算） （単位：100万円）

中期財政計画 Ｈ27当初予算 差額

人　件　費 3,969 4,195 226

扶　助　費 3,796 3,994 198

物　件　費 2,540 2,665 125

繰　出　金 2,466 2,619 153

中期財政計画　27年度想定額　207億9300万円に対し
27年度一般会計当初予算　　　215億 700万円（７億1400万円増）

次の議会は6月23日（火）開会予定
※手続き簡単　本館２階で住所・氏名を書くだけ

傍聴し
てみませんか

　６月定例会
６月15日　議会運営委員会
６月23日　�本会議（補正予算質疑・委員会

付託、一般質問）
６月24日　本会議（一般質問）
６月25日　本会議（一般質問）
６月26日　常任委員会（補正予算等審査）
７月３日　本会議（補正予算採決）

議会を
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復
の
処
置
を
施
し
た
結
果
、

最
盛
期
に
負
け
な
い
く
ら
い

の
見
事
な
開
花
と
な
り
ま
し

た
。
ご
尽
力
頂
い
た
担
当
の

方
々
も
ほ
っ
と
し
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
英
霊
へ
の
鎮
魂
を

こ
め
て
植
え
ら
れ
た
桜
が
、

来
年
も
満
開
の
花
を
咲
か
せ

る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で

す
。　
　
　
　
　
　
（
蔵
元
）

▼
広
報
編
集
委
員
会

　

委　

員　

長　

西　
　

次
雄

　

副
委
員
長　

吉
永　

賢
三

　

委　
　

員　

塗
木　

弘
幸

　
　
　
　
　
　

松
久
保
正
毅

　
　
　
　
　
　

蔵
元　

慎
一

　
　
　
　
　
　

内
園
知
恵
子

　
　

頴
娃
町　

牧
之
内

田　

原　

三
知
恵

　

頴
娃
に
嫁
ぎ
27
年
、
住
め

ば
都
と
な
り
ま
し
た
。
６
人

の
子
ど
も
の
う
ち
３
人
は
巣

立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。
子
育
て

も
残
る
３
人
と
な
っ
た
時
に

姑
の
介
護
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

家
族
で
協
力
す
る
介
護
を

通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
多
く
、

介
護
の
知
識
も
ま
っ
た
く
な

い
不
安
だ
ら
け
で
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
が
、
手
探
り
の
中

介
護
す
る
側
、
さ
れ
る
側
も

次
第
に
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
病
状
や
認
知
症
が

悪
化
し
て
く
る
と
、
戸
惑
い

涙
す
る
日
も
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
も
祖
母
の
変

化
へ
の
対
応
が
判
ら
ず
、
イ

ラ
イ
ラ
が
募
り
優
し
い
気
持

ち
が
置
き
去
り
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
に
解
決
策
を
示
し
て
あ
げ

ら
れ
な
い
私
は
、
自
分
を
責

め
て
落
ち
込
む
日
々
。
同
じ

よ
う
に
介
護
で
悩
み
を
抱
え

て
い
る
方
や
プ
ロ
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
に
救
わ
れ
ま
し

た
。

　

介
護
は
今
後
、
だ
れ
の
身

に
も
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
問
題

の
一
つ
で
す
。
介
護
に
つ
い

て
語
り
合
う
場
が
あ
れ
ば
心

も
ほ
ぐ
れ
る
か
と
思
い
ま

す
。小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
・

女
性
連
等
の
あ
ら
ゆ
る
場
で

介
護
に
つ
い
て
学
べ
る
環
境

づ
く
り
や
体
験
の
場
を
設
け

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
い
ざ

と
い
う
時
に
必
ず
役
に
立
つ

と
思
い
ま
す
。

　

行
政
と
専
門
分
野
の
方
々

の
連
携
に
よ
り
市
民
と
の
協

働
が
図
ら
れ
、
介
護
を
取
り

巻
く
様
々
な
問
題
に
明
る
い

未
来
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と

を
強
く
希
望
い
た
し
ま
す
。

　
　

川
辺
町　

今
田

鮫　

島　

敏　

明

　

夏
に
な
る
と
、
川
辺
小
学

校
の
プ
ー
ル
に
活
き
活
き
と

し
た
子
ど
も
た
ち
の
泳
ぎ
で

水
し
ぶ
き
が
上
が
り
、「
し
っ

か
い
泳
が
ん
か
�
」
と
指
導

者
の
声
が
こ
だ
ま
し
ま
す
。

　

川
辺
小
学
校
の
水
泳
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
昭
和
55

年
に
創
設
さ
れ
35
年
目
を
迎

え
ま
す
。
以
来
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
、
こ

れ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
と

思
う
と
感
謝
の
思
い
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
も
ち
ろ
ん
育
成

会
も
代
々
引
き
継
が
れ
、
子

ど
も
た
ち
の
育
成
の
た
め
に

一
生
懸
命
努
力
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
指
導
者
の
方

の
中
に
は
、
自
分
の
子
ど
も

が
卒
業
し
た
後
も
長
く
続
け

て
こ
ら
れ
た
方
も
い
ま
す
。

　

昨
年
勇
退
さ
れ
た
山
崎
さ

ん
は
、
20
年
余
り
指
導
者
と

し
て
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に

尽
力
し
て
く
だ
さ
り
、
育
成

者
と
し
て
も
感
謝
の
念
に
堪

え
ま
せ
ん
。

　

水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は

こ
れ
ま
で
多
く
の
表
彰
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

平
成
２
年
に
は
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
と
し
て
も
活
動
を
始

め
、
消
防
訓
練
や
出
初
式
な

ど
に
参
加
し
、
そ
の
活
動
を

通
じ
て
心
身
と
も
に
た
く
ま

し
い
子
ど
も
に
育
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
指
導
者

が
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

育
成
に
尽
力
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
は
、
ま
さ
に
地
域
活

性
化
そ
の
も
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
事

例
は
本
市
に
い
く
つ
か
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、「
子
ど
も

育
成
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
り
が

と
う
」
と
感
謝
し
ま
す
。

市　

民　

の　

声

子
ど
も
育
成
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
り
が
と
う

知
る
こ
と
で

　
寄
り
添
え
る
介
護
を

　
「
今
年
の
桜
は
最
高
に
綺

麗
だ
ね
。」
と
い
う
会
話
が
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
聞
か
れ
ま

し
た
。
当
た
り
年
と
い
う
の

が
あ
る
の
な
ら
、
ま
さ
に
そ

の
年
に
あ
た
る
の
で
し
ょ
う

か
。
知
覧
平
和
公
園
の
桜
も

見
事
な
咲
き
っ
ぷ
り
で
し

た
。

　

５
年
ほ
ど
前
か
ら
樹
勢
が

衰
え
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
寿

命
を
迎
え
て
い
る
と
の
こ
と

か
ら
、
色
々
な
対
策
を
検
討

し
た
後
、
樹
木
医
の
診
断
を

受
け
、
数
年
か
け
て
樹
勢
回

編

後
集

記
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